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巻頭言 「ご挨拶と地域連携活動の報告」 MONOづくりみらい共創機構 副機構長　増田　隆夫



　日頃より、MONOづくりみらい共創機構の取組に対し、格別のご理解とご支援を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　当機構は、令和5年度教育研究組織改革分（組織整備）概算要求に基づき、本学が掲げ
る「学長ビジョン」及び「北海道MONOづくりビジョン2060」の実現に向けて設立された
ものであり、地域共創オフィス、リエゾンオフィス、パブリックリレーションズオフィス
の三機能を中核として、拠点、新ラボ、タスクフォース及びプレタスクフォースから成る
横断的な体制により、地域連携と教育研究の一体的推進を図っております。
　プレタスクフォースは、北海道及び地域が直面する諸課題と本学の研究シーズを接続し、
分野横断的な連携のもとで新たな解決方策を創出することを目的に編成した研究グループ
であります。令和6年度に公募・選定を行い、令和7年度より各チームが本格的に活動を開
始いたしました。本年度は、各研究チームの円滑な立ち上げと研究活動の高度化に向け、
機構として組織的かつ多面的な支援を実施してまいりました。
　これらの取組により、学内における分野横断的な研究連携が進展し、知のネットワーク
の高度化が図られるとともに、若手研究者の参画機会の拡大及び研究力の底上げが着実に
進んでおります。さらに、地域課題の解決に直結する実証的研究の創出が進み、研究成果
の社会実装に向けた取組が加速するなど、本学の知的資源を活用した社会的価値創出に寄
与しつつあります。
　また、MONOづくりみらい共創機構協力会からの寄附金を原資とした予備的研究支援制
度「プレ共同研究」については、本年度7課題を採択し、研究を推進しております。採択
課題は、オーバーツーリズムの抑制による地域負荷の軽減、伝統産業である藍染の高付加
価値化、社会インフラの老朽化対策に資する技術開発、産業現場における環境改善、さら
にはバイオ分野の応用研究など、地域社会の持続可能性向上に資する多様なテーマを対象
としております。
　これらの研究活動は、地域産業の競争力強化や生活環境の改善に寄与するものであり、
地域社会に対する直接的・間接的な波及効果を生み出しつつあります。また、協力会会員
企業との連携を通じた「共同研究助成」の活用促進により、産学連携の深化と研究成果の
実装段階への展開が期待されます。
　今後も、本機構において創出された研究成果の社会還元を一層推進し、地域と大学が一
体となった価値創出を通じて、持続的な社会的インパクトの創出に取り組んでまいります。
引き続き、本機構の取組へのご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

室蘭工業大学　理事（研究・連携）・副学長
MONOづくりみらい共創機構 副機構長

増田　隆夫

ご挨拶と地域連携活動のご報告



1.　産 学 連 携 体 制 と 組 織

1-1． 産学連携体制（令和７年度）
【機構長】

　松田　瑞史　　学長

【副機構長】

　増田　隆夫　　理事（研究・連携）・副学長

　市村　恒士　　副学長（社会共創）・教授

　吉成　　哲　　もの創造系領域 教授

【地域共創オフィス】

　オフィス長　吉成　　哲　　もの創造系領域 教授

　　　　　　　城野理佳子　　しくみ解明系領域 准教授

【リエゾンオフィス】

　オフィス長　鈴木　真也　　しくみ解明系領域 特任准教授

　　　　　　　永井　展裕　　しくみ解明系領域 特任准教授

【パブリックリレーションオフィス】

　オフィス長　山中　真也　　しくみ解明系領域 教授

【事務補佐員】

　髙橋　美香

【拠点】

　共成長の場形成拠点　拠点長　山中　真也　教授

【新ラボ】

　ライフサイエンス　ラボ長　　近藤　敏志　教授

　北海道マテリオーム　ラボ長　徳楽　清孝　教授

【タスクフォース】

　ウィズ・ミュージアム タスクフォース長　上井　幸司　准教授

　水素 タスクフォース長  　　　　　　　　亀川　厚則　教授

　４Dデジタルツイン タスクフォース長 　  渡邉　真也　教授

【プレタスクフォース 本格型】

　先端リモートセンシング プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉　　佑太　准教授

　やさしいサイエンス プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上井　幸司　准教授

　Human-Oriented Habitat Research プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺岡　　諒　助教

　ヘリウム危機 プレタスクフォース長  　　宮崎　正範　助教

　Calciome プレタスクフォース長　　　　　山中　真也　教授

【プレタスクフォース 育成型】

　循環型社会 プレタスクフォース長  　　　飯森　俊文　教授

　多文化共生社会の実現に向けた体制づくり プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　弘子　教授

ローカーボンイノベーション プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大石　義彦　准教授

　計算と実験による新規量子物質の発見 プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野　頌太　教授

　試セル×食セル プレタスクフォース長　  倉賀野正弘　助教

　腐食と情報 プレタスクフォース長　　　  佐々木大地　助教

　フラクタル機能創生 プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武内　裕香　准教授

　UAV プレタスクフォース長　　　　　　 畠中　和明　准教授

　ロボットアリーナの研究拠点化 プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花島　直彦　教授

　超省資源 プレタスクフォース長　　　　  馬渡　康輝　准教授
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【機構長】

　松田　瑞史　　学長

【副機構長】

　増田　隆夫　　理事（研究・連携）・副学長

　市村　恒士　　副学長（社会共創）・教授

　吉成　　哲　　もの創造系領域 教授

【地域共創オフィス】

　オフィス長　吉成　　哲　　もの創造系領域 教授

　　　　　　　城野理佳子　　しくみ解明系領域 准教授

【リエゾンオフィス】

　オフィス長　鈴木　真也　　しくみ解明系領域 特任准教授

　　　　　　　永井　展裕　　しくみ解明系領域 特任准教授

【パブリックリレーションオフィス】

　オフィス長　山中　真也　　しくみ解明系領域 教授

【事務補佐員】

　髙橋　美香

【拠点】

　共成長の場形成拠点　拠点長　山中　真也　教授

【新ラボ】

　ライフサイエンス　ラボ長　　近藤　敏志　教授

　北海道マテリオーム　ラボ長　徳楽　清孝　教授

【タスクフォース】

　ウィズ・ミュージアム タスクフォース長　上井　幸司　准教授

　水素 タスクフォース長  　　　　　　　　亀川　厚則　教授

　４Dデジタルツイン タスクフォース長 　  渡邉　真也　教授

【プレタスクフォース 本格型】

　先端リモートセンシング プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉　　佑太　准教授

　やさしいサイエンス プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上井　幸司　准教授

　Human-Oriented Habitat Research プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺岡　　諒　助教

　ヘリウム危機 プレタスクフォース長  　　宮崎　正範　助教

　Calciome プレタスクフォース長　　　　　山中　真也　教授

【プレタスクフォース 育成型】

　循環型社会 プレタスクフォース長  　　　飯森　俊文　教授

　多文化共生社会の実現に向けた体制づくり プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　弘子　教授

ローカーボンイノベーション プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大石　義彦　准教授

　計算と実験による新規量子物質の発見 プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野　頌太　教授

　試セル×食セル プレタスクフォース長　  倉賀野正弘　助教

　腐食と情報 プレタスクフォース長　　　  佐々木大地　助教

　フラクタル機能創生 プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武内　裕香　准教授

　UAV プレタスクフォース長　　　　　　 畠中　和明　准教授

　ロボットアリーナの研究拠点化 プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花島　直彦　教授

　超省資源 プレタスクフォース長　　　　  馬渡　康輝　准教授
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【機構長】

　松田　瑞史　　学長

【副機構長】

　増田　隆夫　　理事（研究・連携）・副学長

　市村　恒士　　副学長（社会共創）・教授

　吉成　　哲　　もの創造系領域 教授

【地域共創オフィス】

　オフィス長　吉成　　哲　　もの創造系領域 教授

　　　　　　　城野理佳子　　しくみ解明系領域 准教授

【リエゾンオフィス】

　オフィス長　鈴木　真也　　しくみ解明系領域 特任准教授

　　　　　　　永井　展裕　　しくみ解明系領域 特任准教授

【パブリックリレーションオフィス】

　オフィス長　山中　真也　　しくみ解明系領域 教授

【事務補佐員】

　髙橋　美香

【拠点】

　共成長の場形成拠点　拠点長　山中　真也　教授

【新ラボ】

　ライフサイエンス　ラボ長　　近藤　敏志　教授

　北海道マテリオーム　ラボ長　徳楽　清孝　教授

【タスクフォース】

　ウィズ・ミュージアム タスクフォース長　上井　幸司　准教授

　水素 タスクフォース長  　　　　　　　　亀川　厚則　教授

　４Dデジタルツイン タスクフォース長 　  渡邉　真也　教授

【プレタスクフォース 本格型】

　先端リモートセンシング プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉　　佑太　准教授

　やさしいサイエンス プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上井　幸司　准教授

　Human-Oriented Habitat Research プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺岡　　諒　助教

　ヘリウム危機 プレタスクフォース長  　　宮崎　正範　助教

　Calciome プレタスクフォース長　　　　　山中　真也　教授

【プレタスクフォース 育成型】

　循環型社会 プレタスクフォース長  　　　飯森　俊文　教授

　多文化共生社会の実現に向けた体制づくり プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　弘子　教授

ローカーボンイノベーション プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大石　義彦　准教授

　計算と実験による新規量子物質の発見 プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野　頌太　教授

　試セル×食セル プレタスクフォース長　  倉賀野正弘　助教

　腐食と情報 プレタスクフォース長　　　  佐々木大地　助教

　フラクタル機能創生 プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武内　裕香　准教授

　UAV プレタスクフォース長　　　　　　 畠中　和明　准教授

　ロボットアリーナの研究拠点化 プレタスクフォース長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花島　直彦　教授

　超省資源 プレタスクフォース長　　　　  馬渡　康輝　准教授
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1-2．組織
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2.　産 学 連 携 制 度

企業と大学が連携して研究や開発を

推進するための制度です、企業等か

らの多様なニーズに応える竹の仕組

みや、研究助成金等による支援制度

などをご用意しています。

産学官連携に関する情報は下記URL(大学ホームページ)をご覧ください。

https://muroran-it.ac.jp/society/ciulg_rc/
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3-1．共同研究

３.　事 業 実 績
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3-2．受託研究
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3-3．プレ共同研究
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3-4．学術指導
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3-5．共同研究・受託研究の件数と契約額の推移
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（１）研究協力会役員会および総会

　　　役員会：令和 7 年 6 月25日（水）　（書面開催）

　　　総　会：令和 7 年 7 月16日（水）

　　　場　所：中嶋神社蓬崍殿（室蘭市）

　令和７年７月１６日に、令和７年度 室蘭工業大学 MONOづくりみらい共創機構研究協力会

総会、ならびに情報交換会を、中嶋神社蓬崍殿（室蘭市宮の森町）にて開催いたしました。当

日は４９名（内、研究協力会会員企業２３社３０名、大学関係者１９名）が参加いたしました。

　総会は日本製鉄株式会社 吉岡 隆史 研究協力会会長の議長の下でつつがなく進行して頂きま

した。また、記念講演として本学もの創造系領域 土木工学ユニット　浅田　拓海 准教授より

「北海道の道路ネットワーク健全化のためのデジタルメンテナンス技術の構築と社会実装」と

題してご発表を頂きました。

　また講演会では、もの創造系領域  電気電子工学ユニット　関根　ちひろ 教授より「高性能

熱電変換材料の開発と温度差発電システムへの応用」並びに、しくみ解明系領域　化学生物工

学ユニット　上井　幸司　准教授による、「北海道産機能性素材の栽培生産性と加工試験、そ

れらの認知機能改善作用評価」が発表されました。

　総会後の情報交換会では、各取り組みや研究シーズの紹介等を行い、活発な意見交換を行い

ました。

＜ＭＯＮＯづくりみらい共創機構の取り組み＞

　　　「地域課題に取り組むプレタスクフォース始動」

　　　　　　　　　　　MONOづくりみらい共創機構　　副機構長　増田　隆夫　教授

　　　「自然と響き合うまち共創拠点の取り組み　～鹿サミットの紹介～」

　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　　　　　　　　　　　　徳樂　清孝　教授

＜研究シーズ紹介＞

　　　「クモの糸の粘着力の秘密」

　　　　　　　　　　　もの創造系領域　　　　　　　　　　　　　趙　越　准教授

　　　「北海道・然別産の蛍光オパールが光るしくみ」

　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　　　　　　　　　　　　飯森　俊文　教授

4.　事 業 活 動
4-1．研究の活性化・共同研究の推進
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総会の様子

（２）プレタスクフォース　本格型５件、育成型１０件の採択

　プレタスクフォースは、地域の様々な課題に機動的取り組む分野横断の研究者グループです。学内

公募を行い、厳正なる審査の結果、本格型５件（２年間の活動支援）、育成型（１年間の活動支援）

を採択しました。本格型は２年間の支援期間中に一定の基準を満たすことで、タスクフォースにス

テップアップします。また育成型は次年度のプレタスクフォースの公募に向けて、ブラッシュアップ

を行います。さらに熟成度や規模に応じて、”ラボ”、”拠点”へと発展することを目指します

プレタスクフォース　本格型

【プレタスクフォース名称】／
提案課題

構成メンバー
（〇は代表者）

【先端リモートセンシング】
　SARリモートセンシングによるスマートインフラ管理の
　実現

【やさしいサイエンス】
　文化を紐解き新しい文化や科学技術を創造する
　やさしいサイエンス

【Human-Oriented Habitat Research】
　人間中心・適応型次世代住環境システムの創出

【ヘリウム危機】
　ヘリウム危機に資する磁気冷凍材料と量子センシング
　技術の開発

【Calciome】
　ストック系資源からの脱却　　
　（※Calcium(カルシウム) + ome(総体)の造語）

〇システム情報学ユニット　　　　泉　　佑太　助教
　土木工学ユニット　　　　　　　川村　志麻　教授
　土木工学ユニット　　　　　　　小室　雅人　教授
　土木工学ユニット　　　　　　　浅田　拓海　准教授
　土木工学ユニット　　　　　　　瓦井　智貴　助教

○化学生物工学ユニット　　　　　上井　幸司　准教授
　化学生物工学ユニット　　　　　徳楽　清孝　教授
　航空宇宙総合工学ユニット　　　溝端　一秀　准教授
　機械ロボット工学ユニット　　　大石　義彦　准教授
　言語科学・国際交流ユニット　　山田　祥子　准教授

○システム情報学ユニット　　　　寺岡　　諒　助教　
　建築学ユニット　　　　　　　　桒原　浩平　准教授
　システム情報学ユニット　　　　小林　洋介　准教授

○物理物質科学ユニット　　　　　宮崎　正範　助教
　電気電子工学ユニット　　　　　川村　幸裕　准教授
　物理物質科学ユニット　　　　　小野　頌太　教授

○化学生物工学ユニット　　　　　山中　真也　教授
　建築学ユニット　　　　　　　　谷口　　円　教授
　化学生物工学ユニット　　　　　馬渡　康輝　准教授
　化学生物工学ユニット　　　　　神田　康晴　准教授
　化学生物工学ユニット　　　　　澤田　紋佳　助教

1

2

3

4

5
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（１）JST新技術説明会

　　　日　時：令和 ７ 年 9 月25日(木) 10:00～11:55

　　　会　場：オンライン開催

　　　主　催：科学技術振興機構、

　 　　　　　帯広畜産大学、室蘭工業大学、北見工業大学、北海道立総合研究機構

4-2．研究シーズ紹介・競争的資金獲得の支援

プレタスクフォース　育成型

（３）技術相談・企業訪問　９３件

【プレタスクフォース名称】／
提案課題

構成メンバー
（〇は代表者）

【循環型社会】
　(循環×安全)＝持続成長可能な北海道6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

【多文化共生社会の実現に向けた体制づくり】
　多世代化する外国人住民との共生

【ローカーボンイノベーション】
　エネルギーイノベーションと
　　　　本格的カーボンニュートラルの実践

【計算と実験による新規量子物質の発見】
　未探索物質研究センターの設立へ
　The Center for Unexplored Materials Research (CUMR)

【試セル×食セル】
　タメセル・ショクセル  ラボ
　細胞の運動性に着目した食素材評価システムの構築

○化学生物工学ユニット　　　　　飯森　俊文　教授
　化学生物工学ユニット　　　　　葛谷　俊博　准教授
　化学生物工学ユニット　　　　　神田　康晴　准教授

〇人間・社会ユニット　　　　　　伊藤　弘子　教授
　人間・社会ユニット　　　　　　清末　愛砂　教授
　システム情報学ユニット　　　　董　　冕雄　教授
　システム情報学ユニット　　　　太田　　香　教授
　人間・社会ユニット　　　　　　阿知良洋平　准教授
　言語科学・国際交流ユニット　　山田　祥子　准教授
　システム情報学ユニット　　　　佐藤　和彦　准教授

○機械ロボット工学ユニット　　　大石　義彦　准教授
　航空宇宙総合工学ユニット　　　廣田　光智　教授
　機械ロボット工学ユニット　　　荘司　成熙　助教
　言語科学・国際交流ユニット　　小野　真嗣　准教授

○物理物質科学ユニット　　　　　小野　頌太　教授
　物理物質科学ユニット　　　　　本藤　克啓　助教
　北海道大学大学院工学研究院　　黒澤　　徹　准教授

○化学生物工学ユニット　　　　　倉賀野正弘　助教
　化学生物工学ユニット　　　　　徳樂　清孝　教授
　化学生物工学ユニット　　　　　上井　幸司　准教授
　システム情報学ユニット　　　　渡邉　真也　教授

【腐食と情報】
　腐食技術を応用した革新的積層造形法の開発

○機械ロボット工学ユニット　　　佐々木大地　助教
　航空宇宙総合ユニット　　　　　境　　昌宏　准教授
　機械ロボット工学ユニット　　　大石　義彦　准教授
　機械ロボット工学ユニット　　　楠本　賢太　准教授

【フラクタル機能創生】
　液状化を防ぐ地盤改良材の開発
　～光の指紋で解き明かす長期安定性を握る微細な構造～

○電気電子工学ユニット　　　　　武内　裕香　准教授
　電気電子工学ユニット　　　　　川口　秀樹　教授

【U A V】
　UAV基盤技術を活用した社会課題の解決

○航空宇宙総合工学ユニット　　　畠中　和明　准教授
　土木工学ユニット　　　　　　　中津　川誠　教授
　航空宇宙総合工学ユニット　　　廣田　光智　教授
　航空宇宙総合工学ユニット　　　中田　大将　准教授

【ロボットアリーナの研究拠点化】
　ぷち・オートメーションをサポートし、
　地域の自動化ニーズに応える

○機械ロボット工学ユニット　　　花島　直彦　教授
　電気電子工学ユニット　　　　　梶原　秀一　教授
　機械ロボット工学ユニット　　　藤平　祥孝　助教
　土木工学ユニット　　　　　　　瓦井　智貴　助教

【超省資源】
　界面材料の深化で実現する超省資源社会

○化学生物工学ユニット　　　　　馬渡　康輝　准教授
　建築学ユニット　　　　　　　　桒原　浩平　准教授
　化学生物工学ユニット　　　　　高瀬　　舞　准教授
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　新技術説明会は、科学技術振興機構の主催による大学等の研究成果（特許）を実用化（技術移転）

させることを目的として、新技術や産学連携に興味のある企業関係者に向けて、研究者（＝発明者）

自らが直接プレゼンする特許の説明会です。令和７年度は帯広畜産大学様、北見工業大学様、北海道

立総合研究機構様と共同で開催し、本学からは1件のシーズを発表しました。

＜研究シーズ紹介＞

　〇「超音波パルスで固液二相流モニタリング」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もの創造系領域　助教　荘司　成煕

（２）北海道健康・医療分野研究シーズ集2025年度版

　北海道の主導で、全道に存在する創薬や再生医療、感染症対策のほか、新しい治療法や医療機器の

開発の基となる研究シーズを、1冊の「シーズ集」としてまとめたものです。本学からは6件のシーズ

を登録しています。

＜研究シーズ紹介＞

　〇「パーキンソン病に併発する認知障害治療薬の開発」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　中野　博人　教授

　〇「アミロイドβ凝集阻害効果に基づく認知機能改善素材の開発」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　上井　幸司　准教授

　〇「抗認知症効果が期待されるアミロイド凝集阻害物質の探索」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　徳樂　清孝　教授

　〇「嚥下困難者用増粘液体食品の粘性調節」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　吉田　雅典　教授

　〇「Laxative-free CTコロノグラフィによる大腸がん検診システム」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　橘　　理恵　准教授

　〇「手術記録映像の自動解析技術」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　近藤　敏志　教授

（３）競争的資金　獲得支援　３１件

　JST（COI-NEXT、創発、SATREPS、さきがけ、ACT-X、A-step）、HSFC　GAPファンド、

NEDO（未踏チャレンジ、官民による若手研究者発掘支援事業）、総務省FORWARD、環境研究総合

推進費ERCA、AMED_橋渡し研究プログラム、ノーステック財団、北洋銀行スタートアップ研究開

発基金、など
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（１）プレタスクフォース　キックオフミーティング

　　　開催日：令和 ７ 年 ６ 月11日（水）

　　　場　所：室蘭工業大学大学会館多目的ホール

　　　交流会：Yomo-Yamaノ宴　（室蘭工業大学大学会館内　TENTO）

　　　主　催：ＭＯＮＯづくりみらい共創機構

　プレタスクフォース間のネットワーク形成を目的として、キックオフミーティングを開催しました。

冒頭では、本機構 副機構長である増田隆夫 理事・副学長より、プレタスクフォース設立の背景およ

び本取り組みに対する期待についてご挨拶をいただきました。続いて、本制度に採択されたプレタス

クフォース（本格型5件、育成型10件）について、各研究代表者よりそれぞれの取り組み内容の紹介が

行われました。

　近年、学内においても他の研究者の研究内容を知る機会が限られてきております。本取り組みでは、

特に分野の異なる研究者同士のネットワーク形成を促進し、分野融合型研究の推進および新たなプロ

ジェクトの創出を目指します。

（２）社会的インパクト表現ワークショップSTEP1

　　　開催日：令和 ７ 年 ７ 月 ２ 日（水）、および ８ 月 ４ 日（月）

　　　場　所：室蘭工業大学大学会館多目的ホール

　　　交流会：Yomo-Yamaノ宴　（室蘭工業大学大学会館内　TENTO）

　　　主　催：ＭＯＮＯづくりみらい共創機構　パブリックリレーションズオフィス

　　　共　催：ＭＯＮＯづくりみらい共創機構　地域共創オフィス

　パブリックリレーションズオフィスは、「室蘭工業大学の知られざる価値を地域に届ける」ことを

目指して活動を進めており、その一環で昨年開催したワークショップをリバイスし、「社会的インパ

クト表現ワークショップSTEP1」を開催しました。ここでは社会的インパクト表現の基礎を理解する

4-3．セミナー・研修会・交流会開催

Yomo-Yamaノ宴の様子増田　副機構長のご挨拶
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こと等を目的として、プレタスクフォースのテーマ（１５件）を対象とし、２回に分けて開催しまし

た。教員、職員、学生、地域の方など、通算約８0名が参加しました。

　ワークショップでは、株式会社サイバコの岩瀬氏のファシリテートにより、PRオフィスの山田祥子

准教授からのミニレクチャーから始まり、5グループに分かれてアウトプットからアウトカムを考える

ワークを実施しました。ワークショップの後はYomo-Yamaノ宴（交流会）を開催し、教職員および地

域企業の方々とのネットワーキングを行いました。和やかな雰囲気の中で活発な意見交換が行われま

した。

（３）社会的インパクト表現ワークショップSTEP２

　　　開催日：令和 ８ 年 １ 月 ７ 日（水）

　　　場　所：室蘭工業大学大学会館多目的ホール

　　　交流会：Yomo-Yamaノ宴　（室蘭工業大学大学会館内　TENTO）

　　　主　催：ＭＯＮＯづくりみらい共創機構　パブリックリレーションズオフィス

　　　共　催：ＭＯＮＯづくりみらい共創機構　地域共創オフィス

　社会的インパクト表現ワークショップ　STEP１から発展し、STEP2を開催しました。プレタスク

フォース本格型、タスクフォースに所属する教員や職員、地域企業の方々など２４名が参加しました。

ワークショップでは、パブリックリレーションズオフィス長　山中真也教授と山田祥子准教授の対談、

や北海道大学 科学技術コミュニケーション教育研究部門 部門長 奥本素子准教授による講演が行われ、

社会的インパクト評価の考え方について理解を深めました。

 ワークショップの後はYomo-Yamaノ宴（交流会）を開催し、教職員および地域企業の方々とのネッ

トワーキングを行いました。和やかな雰囲気の中で活発な意見交換が行われました。　　　

ワークショップの様子
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（４）第５回　クリエイティブコラボレーションセンターワークショップ

　　　第２回　プレタスクフォースワークショップ 合同開催

　　　開催日：令和８年３月６日（金）

　　　場　所：室蘭工業大学大学会館多目的ホール

　　　交流会：Yomo-Yamaノ宴　（室蘭工業大学大学会館内　TENTO）

　　　主　催：クリエイティブコラボレーションセンター、ＭＯＮＯづくりみらい共創機構

　第5回クリエイティブコラボレーションセンターワークショップとの共同開催として、プレタスク

フォースの活動報告を兼ねたワークショップを実施しました。

　当日は特別講演として、前マラウイ全権大使の大矢洋一氏をお招きし、アフリカをはじめとする開

発途上地域の現状についてご講演いただきました。講演では、日本人技術者や専門家が現地で活躍し、

厚い信頼を得ている実情が紹介されるとともに、日本が世界でも有数の開発途上国支援を行っている

こと、さらにその支援が外交面においても重要な役割を果たしていることが説明されました。

　本ワークショップには、本学の教職員および学生に加え、地域の皆様など計75名が参加しました。

（１）エア・ウォーターの森１周年記念フォーラム

　　　開催日：令和7年12月19日（金）

　　　場　所：エア・ウォーターの森（札幌市）

　　　主　催：エア・ウォーター北海道株式会社

＜第一部講演＞

　エア・ウォーターの森　1年間の歩みと共創の未来

　　　　　　　　　　　　　　エア・ウォーター北海道　事業企画部長　日谷　友章　氏

＜第二部パネルディスカッション＞

基調講演会の様子

4-4．他機関との連携
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　〇ファシリテーター

　　　　　小樽商科大学　学長補佐・教授　　北川　泰治郎先生

　〇パネリスト

　　　　　北見工業大学　副学長　

　　　　　北海道国立大学機構オープンイノベーションセンター長　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川口　貴之　先生

　　　　　室蘭工業大学　理事・副学長　　　　　　　　　　　　増田　隆夫　先生

　　　　　北海道大学　スタートアップ創出本部本部長　　　　　小野　裕之　先生

（２）第２回鹿サミット～自然と響きあう～

　　　開催日：令和8年3月15日（日）

　　　場　所：室蘭工業大学札幌サテライトオフィス（エア・ウォーターの森）

　　　主　催：室蘭工業大学クリエイティブコラボレーションセンター

　　　共　催：室蘭工業大学ＭＯＮＯづくりみらい共創機構

　　　　　　　北海道大学　社会・地域創発本部、室蘭市

　

　当日は、一般の方および本学関係者を含め、オンライン参加者を合わせて約100名が参加しました。

基調講演では、天内重樹氏（白糠アイヌ協会会長）をお迎えし、「アイヌの考え方」と題してご講演

をいただきました。続いて、坂東元氏（旭山動物園 統括園長）より「エゾシカとの共存の未来を探

る」と題した講演が行われました。人と野生動物との共生は「自然との知恵比べ」であり、人間側も

真剣に自然と向き合う必要があることが語られ、参加者に強い印象を残しました。

　本学の研究事例として、溝端一秀教授による「アイヌ矢の飛行メカニズム」、李鶴准教授による

「セマンティック通信が変える獣害対策システム」、上井幸司准教授による「エゾシカ資源の新たな

価値創出に向けた取り組み」が紹介され、「自然と文化をサイエンスする」取り組みについて紹介し

ました。

　本サミットでは自然との共生について理解を深め、「野生動物とどう折り合いをつけるのか」「私

たちはどう生きるべきなのか」について問題を共有し、今後の取り組みを考える貴重な機会となりま

した。

　　

鹿サミット　パネルディスカッションの様子
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（１）北洋銀行ものづくりサステナフェア2025

　　　開催日：令和7年7月23日（水）

　　　場　所：アクセスサッポロ（札幌市）

　　　主　催：北洋銀行

　令和7年7月23日（水）にアクセスサッポロ（札幌市）で開催された「北洋銀行ものづくりサステナ

フェア2025」（テーマ：挑戦あふれる大地北海道）に出展し、ものづくり関連企業の技術担当者や人

事担当者、また見学に訪れていた札幌近郊の高校生に向けて、本学の取り組みを紹介しました。

　出展ブースでは「ポータブル蛍光分光機で作物に新たな価値を！」と題し、環境創生工学系専攻　

化学生物工学コース　生命有機化学研究室より上井幸司准教授と杣田博紀さん（博士前期課程1年）が、

開発したポータブル蛍光分光機について紹介しました。また、『室蘭工業大学×学生×地域室工大カ

フェ「TENTO」』と題し、室蘭工業大学　カフェプロジェクトのカフェオープンまでの歩みについ

ての展示を行いました。

　本学ブースには約100名の来場者が訪れ、ポータブル蛍光分光機や、カフェTENTOについて多数の

質問やご意見を頂き、また本学を志望する高校生は本学教職員の説明に耳を傾けておりました。

＜展示内容＞

　〇「ポータブル蛍光分光機で作物に新たな価値を！」

　〇「室蘭工業大学カフェプロジェクト　カフェオープンまでの歩み」

　〇「卒業生、大学院生から見た室蘭工業大学」

　〇「これからの人材育成　学長 松田瑞士×宇宙飛行士 毛利衛」

　〇「MONOづくりみらい共創機構組織紹介」

4-5．展示会等への出展

室蘭工業大学のブースの様子

20



（２）大学見本市2025～イノベーション・ジャパン

　　　開催日：令和7年8月21日（木）～令和7年8月22日（金）

　　　場　所：東京ビッグサイト　西4ホール（東京都江東区）

　　　主　催：国立研究開発法人科学技術振興機構

　国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が主催する「大学見本市2025イノベーション・ジャパ

ン」が東京ビッグサイトで開催され、本学から、大鎌広准教授の「単一プロジェクタによる裸眼式3D

投影装置」と荘司成熙助教の「視えない流体流れを超音波で『視える』に変える！」の特許出願に関

する研究シーズ紹介を行いました。

　大学見本市は、全国の大学等から創出された研究成果の技術移転や実用化の促進を目的として開催

される日本最大級の産学連携イベントです。今年度は2日間で14,208名の総来場者数となり、 本学の展

示ブースには2日間で200名近くの企業等関係者が訪れ、本学研究シーズへの関心の高さが伺えました。

大鎌広准教授、鈴木快実さん（博士前期課程1年）、荘司成熙助教の他、MONOづくりみらい共創機

構 城野理佳子准教授、鈴木真也特任准教授から来場者への説明や意見交換を行いました。

＜研究シーズ紹介＞

　〇「単一プロジェクタによる裸眼式3D投影装置」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もの創造系領域　大鎌　　広　准教授

　〇「視えない流体流れを超音波で『視える』に変える！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もの創造系領域　荘司　成熙　准教授

　

（３）ビジネスEXPO「第39回北海道技術・ビジネス交流会」

　　　開催日：令和7年11月6日（木）～令和7年11月7日（金）

　　　場　所：アクセスサッポロ（札幌市）

　　　主　催：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会

大鎌准教授のブース紹介の様子 荘司准教授のブース紹介の様子
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　令和7年11月6日(木)～7日(金)に、北海道最大級のビジネスイベント「ビジネスEXPO 第39回北海道

技術・ビジネス交流会」がアクセスサッポロで開催され、本学からは大学院工学研究科 しくみ解明系

領域 心理・音響研究グループ 小林 洋介准教授の研究について紹介いたしました。

　本学の心理・音響研究グループでは、人間の感じ方や心の働きを、工学と心理学の両面から総合的

に研究しており、人間の感覚を分析するための心理実験（主観評価）を通して得られた知見は、音響

技術や情報デザインの改良に活かされ、人にやさしい技術や環境づくりに役立てられています。展示

ブースでは研究を紹介するポスターの他、VRを用いた立体音響評価や聴覚的な音の特性に基づいた機

械の異常音分析のデモを紹介し、訪れた方には実体験を通じて研究を理解していただきました。

　本イベントには、2日間で2万人以上が来場し、本学出展ブースにも150名以上の来場者が訪れました。

IT関連、建設、機械、金融など、幅広い分野の企業様をはじめ、高校生のみなさんも多数来ていただ

きました。今後も社会共創に取り組む本学の活動を積極的に発信してまいります。

＜ポスター展示＞

　〇「心理・音響研究グループ」　　　　　　しくみ解明系領域　准教授　小林　洋介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　助教　　寺岡　　諒

　〇「音の処理技術紹介」　　　　　 　　　 しくみ解明系領域　准教授　小林　洋介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　助教　　寺岡　　諒

　〇「大学紹介」

　〇「MONOづくりみらい共創機構紹介」

　　ホームページ・定期刊行物

　　　　研究報告No.34　　　　　　令和 7 年 7 月発行

　　　　機構ニュース2025 No.2　　 令和 7 年 6 月発行

室蘭工業大学のブースの様子

4-6．広報
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5-1．役員名簿

5.　ＭＯＮＯづくりみらい共創機構研究協力会

役員名 会 社 名 役 職 名 氏　名

会　長
日本製鉄(株)

北日本製鉄所室蘭地区
副所長兼

生産技術部長
青 山 敦 司

副会長
王子製紙(株)
苫小牧工場

工場長代理
兼施設部長

齊 藤 秀 典

副会長 （株）楢崎製作所
執行役員　企画室長

洋上風力
プロジェクト室長

西 村 公 利

副会長 (株)西野製作所 代表取締役社長 西 野 義 人

理　事 (株)光合金製作所 代表取締役社長 井 上 晃

理　事 (公財)室蘭テクノセンター 専務理事 北 川 文 雄

監　事 (株)栗林商会
担当部長

兼総務課長
成 沢 征 昌

監　事 日鉄高炉セメント(株)
技術開発センター

部長
金 澤 智 彦

任期：令和8年4月1日～令和9年3月31日
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5-2．加入企業

代表者 住　所 電話番号

代表取締役
齋藤　敏浩

〒041-0824
函館市西桔梗町589番地44

0138-48-0810

代表取締役
伊藤　淳

〒059-0462
登別市富浦町223番地1

0143-80-2233

代表取締役
久米　信

〒003-0809
札幌市白石区菊水9条3丁目2番23号

011-826-5960

代表取締役社長
藤川　茂章

〒004-0015
札幌市厚別区下野幌ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ1-2-16

011-807-6477

代表取締役社長
大谷　正則

〒060－8554
札幌市中央区北4条西4丁目1

011-261-6111

取締役社長
宮澤　靖

〒063-0834
札幌市西区発寒14条13丁目2-1

011-661-7181

代表取締役社長
岩田　圭剛

〒060－8630
札幌市中央区北2条東17丁目2番地

011-221-2221

代表取締役
白井　雅人

〒068-0111
岩見沢市栗沢町由良497-3

0126-45-3492

事業内容

2
（株）アールアンドイー

 http://www.rande.co.jp/ 産業廃棄物処理業(収運・中間・最終)及び再生材等の販売

1
 アークジョイン（株）

 https://arc-join.com コンクリート構造物の診断・補修専門集団です。

企業名

3
（株）ASCe

 https://asce-g.com

自動車、食品、電子デバイス、医療関連など多岐にわたる分野における自動機器、省力機械の設計・
製作（オーダーメイド）を行っております。自社開発製品としては針を使用しないで食材に調味液を
注入する装置、ニードルレスインジェクターを開発し食品加工業界に展開中です。現在取り組んでい
る事業としては協働ロボットシステム（人と共に働ける）を開発中で将来的には食品業界に展開して
いきたいと思っております。

4

（株）ASE

 https://www.ase.co.jp/

1986年の創立以来、ソフトウェアシステムの受託開発を中心に、首都圏や全国のお客様に次の様なシ
ステムを提供しています。
◇防災、通信指令、交通網管理等の社会インフラに関する業務／◇クラウドサービス、スマホアプリ
等自社開発サービスの提供／◇法人向け情報共有基盤業務／◇スーパーコンピュータによる解析等エ
ンジニアリング業務

5
 伊藤組土建（株）

 https://www.itogumi.co.jp/
1)建設業、2)宅地建物取引業、3)建築の設計および工事監理
当社は明治26年創業以来、北海道を拠点として営業してきました。当社の理念の「誠心誠意」を忘れ
ず、土木建築の建設工事を通じて北海道の発展に貢献していきたいと考えています。

6
 伊藤製缶工業（株）

 https://www.ito- seikankogyo.co.jp/ 圧力容器、塔槽・貯槽・一般製缶、溶接配管、産業機械の設計・製作・据付・メンテナンス

7
 岩田地崎建設（株）

 https://www.iwatachizaki.jp/ 1)建築工事、2)土木工事、3)その他
建設工事全般に関する企画、測量、設計、監理、施工、エンジニアリング及びコンサルティング

8

 岩見沢鋳物（株）

 https://m.facebook.com/
profile.php?id=334427383308012
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代表者 住　所 電話番号

代表取締役社長
鈴木　貴文

〒047-0005
小樽市勝納町8番39号

0134-22-7710

代表取締役社長
小倉　隆巳

〒060-0061
札幌市中央区南1条西10丁目2番地 南一条道銀ビル

011-261-5502

代表取締役社長
舟田 幸太郎

〒063－0801
札幌市西区二十四軒1条5丁目6－1

011-644-2845

代表取締役社長
柳原　清司

〒040－8632
函館市末広町22番1号

0138-22-7188

代表執行役社長
細田　修吾

〒050-0067
室蘭市陣屋町2丁目4番15号

0143-50-2211

執行役員
苫小牧工場長
島瀨　浩

〒053－8711
苫小牧市王子町2丁目1－1

0144-32-0111

代表取締役
藤井　徹也

〒050-0052
室蘭市香川町24-16

0143-55-5293

15
（株）キメラ

 https://chimera.co.jp/

主要製品：モールド金型（各光学機器機構部品・車載・OA機器外観・機構部品等）、
　　　　　プレス金型（精密接続端子・スイッチ等）、各種金型部品加工、精密金属機械加工、
　　　　　モールド金型設計・製作・試作、航空宇宙関連部品加工
技術的特徴：超精密（ミクロンオーダー）の型彫放電加工技術、高硬度高精度直彫切削加工
　　　　　　技術、自由曲面加工制御技術、熟練技能と先端IT技術を融合した研削加工技術、
　　　　　　多軸制御による切削5軸加工技術、溶接を利用した再生加工技術

10

（株）ＨＤＣ

 https://hdcweb.lilac.co.jp
 インスタグラムhdc.lilac

お客様と地域に貢献するトータルソリューションＩＴ企業です。
ソフトウェア開発、システムコンサルティング、システム・ネットワーク設計、情報処理サービスの
他、IDCサービス、パッケージソフト導入サービス、集金代行サービスを行っています。
札幌（本社）および東京（東京営業本部）を拠点に、営業活動を行っています。

11

企業名

 王子製紙（株）
苫小牧工場

 https://www.ojipaper.co.jp/ 紙・パルプ製造業

9
 ＨＲＳ（株）

 https://h-r-s.co.jp

　　　　　　・調査(地質・土質・環境・水質・交通量・雪)
　　　　　　・計画・設計(道路・構造物・防災対策・農業土木・CAD)
　　　　　　・情報(GIS・情報処理)
　　　　　　・マネジメント（現場技術・計測）
　　　　　　・測量(用地・路線・GPS)
　　　　　　・補償調査

13
（株）荏原製作所

 https://www.ebara.co.jp/

14

（株）エーティック

 https://www.a-tic.co.jp 1)環境調査、2)地質調査、3)各種計画・設計、4)防災対策、5)計測・解析、6)施工・維持管理など、プラ
ンニングからフィールドワークまで一貫したコンサルティングを提供する総合建設コンサルタントで
す。

12
（株）エスイーシー

 https://www.secnet.co.jp
　　　　　1)情報通信系ソフト・ファーム・ハードウェア設計開発
　　　　　2)各種アウトソーシングサービス
　　　　　3)システムインテグレーション、インターネットプロバイダ

事業内容
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代表者 住　所 電話番号

代表取締役社長
森笠　哲也

〒003-0838
札幌市白石区北郷8条10丁目2-22

011-872-5221

代表取締役社長
大野　寿之

〒047-0261
小樽市銭函3丁目296

0134-62-2111

代表取締役社長
栗林　和徳

〒050－0082
室蘭市寿町3丁目4－2

0143-44-6001

代表取締役社長
栗林　和徳

〒051－0023
室蘭市入江町1－19

0143-24-7011

代表取締役
阿部　俊夫

〒041－0824
函館市西桔梗町213番地の82

0138-49-1071

代表取締役社長
長谷田　貴裕

〒068-0833
岩見沢市志文町966番地15

0126-25-3377

取締役所長
菅原　隆

〒050－0087
室蘭市仲町12

0143-44-5334

支店長
杉田　俊彦

〒001-0015
札幌市北区北15条2丁目1番1号

011-716-4266
23

 三建設備工業（株）
北海道支店

 https://skk.jp/

企業名

包装資材(ポリエチレン製品、ラミネート製品、成型容器段ボール製品)の製造、販売

18
 栗林機工（株）

 https://www.kikounet.co.jp/

1.設計業務(機械・プラント配管等の計画設計)，2.各種機械・プラントの据付及びメンテナンス，工事管
理(マネジメント)，配管工事(下水，上水，油圧，石油・化学プラント一式)，3.土木，建築工事(一級建築
士事務所)一式，4.大型油圧/クローラクレーン賃貸業(550t，200t　その他各種保有)，5.陸上・海上輸送
営業業務
得意分野：1)大型機械据付計画及び現地工事，2)石油・化学プラントの動機械，静機械メンテナンス(全
国展開の実績)，3)港湾荷役機械・天井クレーンの据付・点検・補修業務，4)油圧機器，配管の設計及び
施工

17
 極東高分子（株）

 http://www.kyokutou-koubunshi.jp/

16
（株）郷葉

 http://www.kyoyo.net

　　　　　　１）建築業
　　　　　　　　①大型建物に於ける金物施工図作成、自社工場製作・取付
　　　　　　　　②メンテナンスラダー設計・自社工場製作・取付
　　　　　　　　③太陽光架台設計・自社工場製作・取付
　　　　　　２）通信鉄塔　携帯基地局鉄塔設計・製作・施工
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 産業振興（株）
北日本事業所

 http://www.sangyoshinko.co.jp/

（株）コーノ

 https://kohno.info
｢熱と水をキーワードに北海道、東北で新産業を創造する」を経営理念とし、
熱と水に係わる省エネ機器を開発・製造・販売しています。
木質BIOボイラーの研究中

21
 こぶし建設（株）

 https://kobushi-construction.co.jp/
官庁土木工事の請負事業を営む道内企業です。

事業内容

鉄スクラップの仕入れ、リサイクルをコア事業に、製鉄から加工・販売まで、鉄流通のあらゆるフェイ
ズに携わっています。
役目を終えた鉄を再び製鉄所に還し、また新たな付加価値を生み出し、お客様の満足さらには社会に貢
献しています。

20

19
（株）栗林商会

 http://www.kurinet.co.jp/
　　　　　　　　　　　　　　　　運輸・船舶代理店事業
　　　　　　　　　　　　　　　　商事事業
　　　　　　　　　　　　　　　　保険事業
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岡田　務
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代表者 住　所 電話番号

代表取締役
粟田　輝

〒140-0002
東京都品川区東品川2-2-24
天王洲セントラルタワー22階

03-6712-4315

代表取締役
橘川　龍也

〒060-0004
札幌市中央区北4条西15丁目1番地23

011-644-1161

取締役常務執行役員
横幕　宏幸

〒212-0013
神奈川県川崎市幸区堀川町580番地

ソリッドスクエア西館9F
044-577-1165

代表取締役
清重　正樹

〒060-0807
札幌市北区北7条西5丁目8番5号

011-726-7661

代表取締役
田上　寛

〒067-0051
江別市工栄町8番地の13

011-380-2101

代表取締役社長
今　日出人

〒004-8585
札幌市厚別区厚別中央1条5丁目4番1号

011-801-1500

32
（株）つうけん

https://www.tsuken.co.jp/ 通信設備エンジニアリング事業(電気通信・情報通信設備設計、施工、保守、運用)
社会基盤エンジニアリング事業(土木・電線共同溝、設計、施工、保守)
ICTソリューション事業(システムインテグレーション、ICTコンサルティング、システム開発)

事業内容
企業名

31
チエルネクサス（株）
https://chieru.nexus

チエルネクサス株式会社は、「未来のヒトづくりに貢献し続ける」
という理念と「シンプルで楽しい学びを、すべての人に。」を掲げ、
教育システムの開発を手掛けています。
eラーニングシステム「GLEXA」の開発・運用をはじめ、
オープンソースやWebシステムのカスタマイズ、
ネットワーク機器の構築・販売まで幅広く対応。
教育機関や企業と連携し、培った技術とノウハウで、
より良い学びと環境の提供に努めています。

36
（株）ドーコン

 https://www.docon.jp/

弊社は昭和35年の創立以来、北海道を中心に日本国内の社会基盤整備に携わってきた総合建設コン
サルタントです。社会的課題や時代のニーズに対応しながら、交通・河川・環境など幅広い分野に
おいて技術サービスを提供しております。「信頼の“人と技術”で豊かな人間環境の創造に貢献す
る」という理念のもと、高度な専門性を有する技術者が豊かな発想と総合力を発揮し、持続可能な
社会および地域の発展に貢献してまいります。
【事業領域】交通分野／河川分野／環境分野／土質・地質分野／農業分野／総合計画分野／都市土
木分野／建築分野

33
 月島JFEアクアソリューション㈱

 https://www.tjas.co.jp 浄水場、下水処理場、バイオマス利活用施設、汚泥再生処理施設向けの機器・プラントの設計・製
造・建設。
PFI、DBO事業や消化ガス発電事業などの官民連携事業の運営。

34
（株）データベース

 https://data-g.com/database/
私たちデータベースは 上下水道施設等の水や環境に関わる施設の運転管理を通じて、地域住民の皆
様の日常へ安心と安全をお届けするほか、自治体様の良きパートナーとして水関連事業をトータル
でサポートし、事業者様業務の補完・支援・協働に取り組んでいます。

 電制コムテック（株）

 https://www.dencom.co.jp/

　　　　　　　　　　・電力事業分野製品の開発・販売
　　　　　　　　　　・福祉・健康・医療分野製品の開発・販売
　　　　　　　　　　・各種センサーの開発・販売
　　　　　　　　　　・AI・IoT技術の研究開発

35
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MONOづくりみらい共創機構

機構ニュース
令和７年度

2026, No.3

国立大学法人 室蘭工業大学
MURORAN INSTITUTE OF TECHNOLOGY

真なる探究心から未来の価値づくりを。

交通アクセス

＜道南バス＞　JR東室蘭駅・道南バス東町ターミナル → バス停「工大」約20分
＜タクシー＞　JR東室蘭駅・道南バス東町ターミナル → 室蘭工業大学 約10分

＜JR北海道＞　札幌駅 → 東室蘭駅　特急列車 約1時間30分
＜道南バス・北海道中央バス＞　JR札幌駅 → 道南バス東室蘭ターミナル 約1時間50分

＜JR北海道＞　新千歳空港駅 → 南千歳駅 → 東室蘭駅 普通/特急列車乗継ぎ 約1時間
＜道南バス＞　新千歳空港 → 道南バス東室蘭ターミナル 約1時間30分

札幌 → 東室蘭

新千歳空港 → 東室蘭

東室蘭 → 室蘭工業大学

室蘭工業大学 ＭＯＮＯづくりみらい共創機構

〒050-8585 室蘭市水元町27番1号
URL https://u.muroran-it.ac.jp/crd/
E-mail：crd@muroran-it.ac.jp

TEL：0143-46-5860
FAX：0143-46-5879




